
ξ

讐

嫉

鞭

鐸

筆

璽蕩軸騰葺猷舞轟

貿

、

趣

喩
解
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く

P

矯
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胃
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編

庶

民
の
く
ら
し
と
文
化



民

具

民
具

と
は
、
私
達

働

く
庶
民

が
日
常
生

活
す

る

の
に
用

い
ら

れ

た
道
具

で
あ
り

、

現
在

、
民
俗
資

料
、

生
活

文
化
財

と

い
わ

れ

て

い
る

こ
れ

ら

の
道
具

は
、
私
達

の
先

祖

が

数
万
年
前

よ
り
生

活

の
道
具
と
し
て
、

能

率
的

、

機
能

的

に
知

恵

を

し

ぼ
り

な

が
ら
改
良

さ
れ

、
使

用

さ
れ

て
来

た
の

で

あ

る
。

こ
れ
ら

の
民

具

は
、
芸
術

文
化

財

と
ち

が

っ
て
骨
董

的
価

値

は
な

く
、
現
代

の
文
化

、
化
学

の
発
達

に
よ
り
道
具

は
人

の
力

で
動
く

の
で
な

く
電
気

、
原
子

、
石

油

の

エ
ネ

ル
ギ
ー
革

命

に
よ

っ
て
、
先
祖

か
ら
受

け
継

が
れ
使

わ

れ
て
き

た
道

具

の

大

部
分

は
利
用
価

置

が
無

く
な

り
、
ど

ん

ど
ん
失
な

わ
れ
て

ゆ
く

の

で
あ
る
。

そ

こ

で
我

町
で

は
、
昭

和
四

十
九
年

一

月

二
十
日
よ

り
二
十

四

日
迄

『矢

吹
町

く

ら

し

の
歴

史
展
』

を
開

催
、

こ
れ
ら

の
失

な
わ

れ
ゆ
く
民
具

を

「
堂

に
集

め
、
町

民

の
方

々
に
も
う

一
度

私

達

と

一
緒

に
、

厳

し

い
生
活

を
闘

い
抜

い
て
来

た
民

旦
ハ
の
た

く

ま
し

い
姿

を
見

な

が
ら

、
昔
話

と
な

っ

て

し
ま

っ
た
使
用

法
な

ど

尽
き

る
こ
と

な

く
、

日
本

の
風
土

に
合

っ
た

「
生

活

の
し

か

た
」

に

つ
い
て
教

え

ら

れ
、
反
省

さ

せ

ら
れ

た

の
で
あ
る
。

「
「

轟論昌
鰐、域

p
彫

.

ρ

一

部一物鍛

翻

風搬団」bR昭 和49年1月20日

罪

,
、

義
覇
嚢

.懇
羅

灘
鋼濯
-
＼

ロ

騒
,嵐儲

』

甑

』

鎧い灘 藏;

 

南
じ

♪
酸

噛i炉

「くらしの歴 史展」展 覧会風景

　
'

昭和49年1月20日

236



:㌦

7

戸 歪、～ごκ ご「 弓hド

。ワ 〆 ヘ ド

、、評 ズ
4"

㌦ ゴ 乙P

タ
究「

ザ

'

6

'

つ

9。ー
}

〆
薪

瓢
び
～

〃

ず
デ

ヤ

.～

ボ

リ潔

ヒ

,

.ガ

"

ず」

シ

ご

写r,㌔ 鞠

諮 ド

"

p

,「

頁

ρ

,童

転

.

っ

、
・

響

毅

駈

.

耽

'

㌦

髪

跡

挿

,

罫

も

溌
㌘

r

・

'

多

駕

四

㌧

-、

・

》
壌

・蘭

・

・

秘

起η
,三

げ

眞

㌦

p

"
.聾

、

し

、

・
「章

`

鴨・辱

ザ

㌦

噸

〆

!

,

'

、
ξ

ノ
再 ∫

P

メ 脳

.叡 引"・ ♂

Pr㌔

・ ≧ ㌧ ξ 「 〃

← 駿
翠'

マず ノ'
ワ 九 ト

ト

虜 ヒ
か 、 ・.

舜
為

燧

}
㌦声

9

肖

"

「

「

メ ℃

P鳥

∴ い セ パ て,_

、・ギ
.・ 　 'り'

_一 ゴ㌔二回1;3ゼ
.「 パ 峯・ダ・ぺ 「

二25壕 タ掃

,・殴1∵;恐 許
再 も,

畠 辱
虞 ㍉ ・

・ご 留 ・:♂:　 ・ ・

・'曳 ヤ ㌧ 「

㌃ 濠

回 ・　 馴謝
F4,

、 ・鴉 噸?」4ヒ あぼ
、,4

㌦ 噌

笠

道
中
用
笠

●

陣
笠

Ψ
野殉 .笥

ノ
浮'蒐 」/

γ}
・、重 ダ=渉 く

.・ ～ 職 一 、'μ

亭、

、L

、二 、斬 ・ξ,≧

rノ
『＼ゼ

餐
`

魯_

一 貧 ・

魎・・噌鉢 窟=

一/、

一 癒

、 、,ザ ヒ

噛 き

、〃F
rシ 看

〆
串

デ囁 〆

ピ
魯

〆

・塵
葛再

'

,

レ

襯".

6 ℃

o

辱
驚 ㍗

/
解
癖

.〆
F

鞠 輪

一237



＼

ま

民

家

モ城月 伊藤宅

鴫 π
滝

.

瞳 鯉
㌔

懸 。搬箪ゼ

聯 誠∵ 艶畜_

クN〆
〆 ＼

量 硲

・ 辮

矢吹 会田宅

院、

海
燭

卑

ク
t、

＼

新明

832

奪 監 戴 渉
磁 ゐ

際鑑 難 鼠 嚢

難=

、賜 一 譲"
し・VP.;冷

円谷宅



は
き
も

の

わ
ら
の
は
き
も
の

今
か
ら
十
年
位

前
迄

は

、
農
村

の
履

物

の
主

な
も

の
は
稲

の
藁
を
材
料

と
し

た
わ

ら
じ
、

ぞ
う

り
、

あ

し
な
か
、

わ
ら

ぐ

つ
等

で
、
農

作
業

に

は
欠
か

せ
な

い
も

の
で
あ

っ
た
。

又

農

作
業

の
主

動
力

で
あ

っ
た
馬
や
牛

に
も

、
足

の
保
護

の
為

に
履

か
せ
て
作

業
を

さ

せ
た
。

こ
れ
ら

の
履
物

は
、
冬

の
農

閑
期

に
自
家
消
費

を
原

則
と

し
て

一
年

間

の
量
を
製

作
し

、

技
術

も
親
か

ら
子

へ
、

子

か
ら
孫

へ
と

伝

え
ら

れ
て
き
た
が
、

今

は
製
作
さ
・れ
ず

忘

れ
去
ら

れ
よ
う
と

し

て

い
る
。

F「

か

ぺ

♂

つ

な

酬

『

ぐ

しあ

幽
、・
ら

齢

わ
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耕
作
図
屏
風

こ
の
屏
風

に
描

か
れ
て

い
る
絵

は
、

明
治

・
大

正

時

代

の
稲
作
風

俗
を
描

い
た
貴
重

な
絵

で
あ
る
。

(作

者

は
泉
崎

出
身

の
大
原
漠
谷

)

再

侃

奪
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灘
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農

具

の

備
中
鍬

(
万
能

)

(荒
地

や
乾

田
地

な
ど
を

起

こ
す
農
器

旦
ハ
)

ご
ぱ
う

と
ろ
ろ
トも

鋤

(
土
を
掘

っ
て
牛
募

や
薯
積

掌
等

を
掘
り
取

る

農
器

目
パ
)

現
在

の
農
目
パ
は
、
機

械

化
さ
れ
動
力

化

さ
れ

て
き

た
が
、
数
年

前

迄
は
、
弥

生
時

代

に
米
作

り
が
発
達

し
、

そ

れ
に
と
も
な

い
道

目
パ
が
作

ら
れ
、

堅

い
土
を
耕

す
に
は

木

の

「
く
わ
」

で
は
直

ぐ

に

こ
わ
れ

て
し

ま
う

の
で
工
夫
さ

れ
、

先

に
金
属

の
刃

を

つ
け

ら

れ
る
様

に
な

り

、
そ

の
土
地
に
適

し

た
形

に
機
能

的

に
改
良

さ

れ
な
が
ら
、

数
千

年
も

の
間

同
じ

様

な
形

で
使

用
さ

れ

て
き

た

の
で
あ

る
。

即

鍬

(
畑

な

ど
を
耕

す
農
器

目
べ
)
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三
本

鍬

(
湿

円
地
な
ど

を
起

こ
す
農

器
目
パ
)

・・⊥
縁
雑
解
謙
難

鮮「



農

具

口
塁

〔欝

願糊
鑓

噴

膣
謝

惣羅察藻師

声

嫡
笥

劔

畷
黛

軌
翻

.

千
歯
・
き

(蠣

備
酷

籾
を
。
き
)

瓶
覇

.

轟

》
籾
打

(
ぼ

っ
ち

ゃ
ら
ぶ
ち

)

(
籾

の
連

っ
て

い
る
も

の
を

一
粒

に
な
る

よ
う

打
ち
落

す
も

の

)

陰

二
段
式
田
打
車

(昭
和
)

籾
打

(
ぽ
っ
ち
ゃ
ら
う
ち
)

(稲

の
穂
先
の
つ
な
が

っ
て
い
る

粗
籾
を
落
す
器
具

)

β

端

土
ず
・す
飛

鍍
騨

題
〕

灘

獣

.
F

影

翠

儲

ア
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鋳

羅

髭

嘱

・,

気
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、
、
礪
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M

』

謝
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灘

 
輌

姦
勉

碑

僻
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賑
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窯
贈郵

、 ・
聡

枡
四
角

の
枡

は
五
升
枡

(
約
九

リ

ッ
ト
ル
)

円

形

の
枡

は

一
斗

枡

(
約

一
八
リ

ッ
ト
ル
)

〔
米

・麦

・
そ

の
他

雑
穀

を
計

る
器
。

円
筒
形

の
棒

は
「
と

か
き
」
枡

の

ふ
ち
と
平

に

な
ら
す

も

の

)
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隔

囁
濾

η
窄

養

蚕

まぶ し編機(明 治 時代)

蚕 が藁 で編 ん だわ くの 中に 「繭 」 を作 るため に編 んだ もの

譲

・.
圧評
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ゴ
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五
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祈
る繋・ 議・
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蚕一一d舳疲 隔
神
社
の

神

像

蝋 掛軸

まぶ し編 機(大 正 時代)

こした網と蚕のかすを取 り除 く網を作る器具

(明治時代)

フ
鞍

鑑麟
豊

謬い11む
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睡
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讐
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肝

『・

内

妻
懸

・

㌧,

㎞

欝

熱

ー

ア
ヘ
ド

て
ゲ

　

邸

.獲

脳

謹

鍵
羅

鴇
b.触

鎌

雛

座 ぐ り(わ くい ど)

(糸 わ くに糸 を ま く器具)

ま わ た か け

(繭 をほこ してまわ た を作 る もの)

明
箔
苗

年

煮
厚

毛

葺
.掩

真

喫
識
犠

雛

熱
、繭 通 帳

い と くり ぐるま

糸 車(糸 繰 車)

(ま ゆ,綿 な どか ら糸 をっむ ぎだ し,ま た,糸 をよ りあ わせ る道具)
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交

易
用
旦
ハ

昔

の
生

産
は
自
家

消
費

が
目

的

で
あ

っ

た

が
、
余

っ
た
生
産
物

は
物

々
交
換

し
あ

う
よ

う

に
な
り
、
物

を

「
は
か
る
」

の

に

は
目

分
量

で
す
ま

せ
る

こ
と

も
出
来

た
が
、

租
税

を

納

め
る
よ

う

に
な

っ
て

か
ら
正
確

な
規

準

の
度

・
旦里
・
衡

の
器
目
パ
か
声疋
め
ら

れ
、
売

買

・
取
引

の
も

っ
と
も
重
要

な
用

具
と

な

り
、
時
代

に

よ

っ
て

い
ろ

い
ろ
移

り
変

り
、
現
在
は
尺

貫

法

か
ら
メ
ー
ト

ル

法

に
大

き
く
改

め
ら

れ

た
の
で
、
写
貞

に

あ

る

よ
う
な
用
具

は
店

頭
や
取

引
の
場

か

ら
姿

を

消
し
た
。

縛

しざ

轡
、

んばろ

晦
嫌

・
〆

灘

硫0

霞

つつ

銭

そ

き
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隔
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亀
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瀞

昭
瞭
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や

即霧
ツ

餐串甲

囁
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た み
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藝轟 毫叢 錘.・.、
.1内 灘 醜 、 ・i蟹総 、。ご
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ド 　 ゆ ゆ ハ 　ウ囁 噸, .了 脾内 一、バ 篶
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・蝋犠 謹 藍F
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お も
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望
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ヤドお る ごら　へ おは

内
一 鯉 ド ー ユ鞭 ゴ乾 尻 内一:～

'曜'
滞鼠蔓.囁 脳 ・;、 乎
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鞘剛轍脚駒脚{"一,

ノ'「

し6な わ

'
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亀
ゴ

具

騨騨

腿需
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薬

昔

の
薬

は
漢

方
系

が
多

く
、
薬
名

も

三

字
か
五

字

に
し

て
四
字

に
す

る
こ
と

を
忌

む

な
ら

わ

し
で
あ

っ
た
。

こ
れ
ら

の
薬

は
、

地
方

の
旧
家

や
寺

な

ど

で
家

伝
薬

と
し

て
、

製
法

や
薬

草
名

な

ど

は
秘

伝

と
し

一
家

一
薬

の
調
剤

法

で
作

ら

れ
民

間

に
配
ら

れ
た
。

『鴫

講』

rR撫
郵:ン,

ひ ぜ ・〆 》

綴塑鑛
齢

〆

馨雛籔嚢雛孫脳1:lr
ん

 

げや

「

す

難
滋

灘
灘
灘
羅
蝿
ξ
謙
馨
講
ぞ趨
磯

櫛

,霧

頻

,

、

き
罫

討

講
麺
響

謬

鑓

灘

爵
潔
牽
勤
～
往

灘灘
聖 一薫 ∵響1}嚇
魏'潜:・ 罫 婁1・ 鰹

、き:.垂 諺.買 、弊.

!雛

、醗

繋

藻

甲叫

・

莚

　
ゴ

あ

ミ

灘
懸

驚
騰

聾

譲

　

コゑ

おコド

嚢

鰯

謙
叢踊拶

鍵議
欝
鵬

卑製
煽
総

騰

餓
臨

欝
羅

醗
懸 黛

1響

1'署

異醐

曝
『慈

:・;嶺

醗
轟懸,

聴1籍

騨ナ

、

籔

憐
毎

β

擾数 挿

 

㍉
欝

"灘

養

秘
『

目薬広 告版 木

袋

んた薬

薬

欝 蹄 ・石、隔バ、

 

「ぼ

、

.
熈
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毒

㍉

・遡

冨

松

.

.
盛

「寒

犠

ぞ
F
繭
ま
軸
欝

㌦
乏
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蘇

豪
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峯
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板
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聡
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糞

腿
、

り
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酬

㌔
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撚

懲
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暦

暦

は
明
治

五
年

に

大
陰
暦

か
ら
太

陽
暦

に
改

正
さ

れ

た
が
、
大

陰
暦

(
旧
暦

)
が
な

い
と
生

活

や
農
作

業

に
不

便
な

た
め
、

改

正
後

の
暦
に

は
新

、
旧
、両
方

が
印
刷

さ
れ

く
ば

ら

れ
た
。

猟一'働

 

幅
O

隅順霧『騨 ㌔:襟
べ'ニド/夢 一

江 戸 暦 正徳6年(享 保元年1716)

安 永6年(1777)

 

暦

頓

.畷
認

㍍

.

や

,饗

溝

一

糧

 

翼

』
齪

"̀
醸

・

罫製
愈

襲

ー

証

勢伊

愚
㎞
咽

博{

暦津
△頂

明治40年(1907)

 

暦略
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絵

紙

絵
紙
は
、
江
戸
時
代
後
期
よ
り
商
店
が

新
年
の
景
品
と
し
て
お
客
に
配
り
始
め
、

明
治
時
代
に
入

っ
て
印
刷
技
術
の
発
達
に

と
も
な
い
大
量
生
産
が
出
来
る
様
に
な

っ

て
か
ら
、
各
商
店
競

っ
て
絵
柄
を
選
び
、

略
暦
や
汽
車
時
間
表
を
入
れ
て
正
月
初
売

の
景
品
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
絵
紙
か
ら
明

治
時
代
の
風
俗
を
う
か
が
う
こ
と
が
出
来

る
。「 二』 一一一

凱鐘
!痴^

/F

醐

須
彩
凡

蹄
勲

い
ミ

,懸
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,
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嚇
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雰
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魍
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太
物
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奪
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余
玄
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告

2
あ
肋

ず
客

ゑ

毎
ノ

℃
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:
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騰
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蕪
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竃殴

響

V

難
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ぎ
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,
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暴

裟
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駕
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犠

轡

漁
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欝

努
裁
護

新
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鉱
剰

購;
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塾
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・
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交

通

e

道

標

・
常
夜

燈

道

し
る

べ
は
、
昔

も
今

も
道
路
交

通
上

欠

く

こ
と

の
で
き

な

い
も

の
で
、

形

こ

そ
変

っ
た
が
主
要
道

路

の
交
差

点
に
立

て

ら

れ
て

い
る

が
、
昔

の
道

標
に
は
、
道

案
内

と
交
通

安
全

を
願

う
仏
像

な
ど

が

一
緒

に
石
材

に
彫
刻

さ

れ
て
立

て
ら
れ

て

い
た
。

明
治
以

後
交
通
機

関

の
発
達

に
と
も

な

い
、
道
路

も

入
や

馬
の
道

よ
り
自
動
車

の
道

に
な
り
、
道

幅
も

拡
張

さ
れ
る
様

に

な
り
、
道

端

の
道

し

る

べ
や
常

夜
燈

は

移
転

さ
れ

た
り
、

こ
わ

さ
れ
た

り
し

て
現

在

で
は
わ
ず

か
し

か
残

っ
て

い
な

い
。

(新田)文 化8年

 

燈夜常

.

.

隔喚

爆群

蝉

・・塵 野礎

篭.養 混 賦

唾 滋二

W楼
9̀

、

憶
　

お
ニ

燕

ζ

ー

ー

評

、

ノ

"

ノ

趣

鰯
二
'

(須 乗)天 保10年石仏 に印 され た道 しるべ

発 吃 ♂m・'厨 輔喉蝿 誠 鴇轟

(神 田)安 永7年

,

べ

職

る
軍
し

 藍

写

道
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交

通

⇔

隈
戸
川
橋
仮
橋
用
材

奥
州
街
道
、
大
和
久
地
内
を
流
れ
る
隈
戸
川
は
、
洪
水
に
な
る
と
氾
濫
し
橋

を
流
し
道
路
を
不
通
に
し
て
し
ま
う
の
で
、
災
害
復
旧
用
材
と
し
て
山
王
寺
境

内
に
保
管
し
て
い
た
が
、
現
在
は
永
久
橋
に
な
っ
て
仮
橋

の
役
目
は
終

っ
た
が
、

交
通
資
料
と
し
て
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

(大和久)

壕

㎏
.
・

 零

♂ 馬

 

ボ

瞥
〆轟

蒙

参ビ

轟
灘

駅

繊畷.鷲 癒

 

創

㌧・

燃

毒
3

丹

ヒ紮

ジ

麓

善
葦
糾

慶応4年

 

「

薦撫

レ

ー
』

阜

搾

曽

.

ムむ キ じ り おミドげ り 　ぱ
　 ド ほり うそ け レお り の り 　

難,三 脚 嘆轟_擁 灘r}醐 ・

関 所 手 形

これ は慶応4年(1868>辰2月 の関所往 来手 形 に し

て関所又 は御番 所の通 行の瑚 りこれ を示 して通 過 した

もので ある。鑑 札 は板 で あるが往 来手形 は紙 を使用 し

た。

材用橋仮
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三城目鎌倉会の獅子舞(昭 和45年)

曳全㌔誇

冨

な

り

ぬ

ヒ瀞 、

民
俗
芸
能

態 縛

ご 茎

三城目宿 を通る獅子舞,平鍬踊 り行列

(昭和17年)

/・愈
`,ゴ

=脅 ド ニ

誰
イ'/r、

孤'・.認 二 ・rヤ囎

墾3
隔 げ

亀 轍かへ

願∫鶏
訳ウ 認_転 ゆψ ・

三神地 区郷土 盆踊 りの景

ノ ひ

買 緊 遜
.弘

藏.P.

ごン ～
避 栃

(昭 和45年)

曙r護 ボ ・・

擬 嘘 た

鍵 濃
三城目鎌倉会の平鍬踊(昭 和45年)

争
.＼

・ ＼

!/

、,、

!で 等)'

♂
4

亀

原宿 の二十 三夜講 その②
つづ み をたたい て歌 をうたい なが ら舞 う景 。

喝

陵
一 「冨

、

～
・、
ノー

▼

〆

劉

煮聡 麺1辱識
原 宿の二 十三夜講 その(1)

月の23日(旧)講 員 集 り,ご 飯 な ど食べ て月の

出 を待つ 月待行 事の景 。
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亨
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魏凱 甲!

実

獲糊 羅
仁 王 像(う ん)(明 新)そ の(2)

碍

7

〆

篭

C

」

`

.

F

乱
＼
プ
、

職勤 で

6角 腎
気 函

碗 芽二1飛繍
,μ 覧

ガ

へ
や

タ
臨阜 覇

購
謹

、
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㌧

.
　難
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鮒
、

ぴ 。
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燭

壊1

謙 瀞 、譜 話
仁 王 像(あ)(明 新)そ の(1)

縷
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地

蔵

尊

(
須
乗

〉

蓼

大

黒

天

神
田
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馬
の
信
仰

人

と
馬

の
か
か

わ
り

は
古

く
か

ら
あ

り
、

家
畜

と
し
て
同

じ
家

の
中

で
飼
わ

れ
て
来

た
。
又

馬
を
神

の
使

い
と
し

て
供
え

た
。

最
初

は
生

き
た
馬

を
神
社

に
奉
納

し
た
が
、

中

世

の
頃

か
ら
木
彫

の
馬

を
、
又

そ

の
後

は
板

に
馬

の
絵
を

か

い
た
絵
馬

が
奉
納

さ

れ

る
様

に
な

っ
て
、

現
在
も

続

い
て

い
る

矢
吹
地

方
は

、
馬
産

地

と
し

て
盛

ん

で
あ

っ
た
関
係

上
馬

の
信
仰

が
残

っ
て
い
る
。

文

字

絵

馬

(
明
新
)

灘
麟
黙
響
鍵

ぴ

㌦..4

1。 く1

詑 妙 涛_、8

 

♪

L

、 続 璽

詣縮
.〆

'μ

ず渚
・

、

・
'

緯
＼繋

姻
恵

路

黙
、 「・ ノ1

籔

h」

難 、

翻驚
の供iえ もの 〔原借1

月1日 の祭礼

羅
馬頭観 膏 へ

10

 

木

馬

(
明
新

)

艦鍵
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毫
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・∴

亭
㌧
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艀
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露

・・二

,

桑

＼

～(明 新)

 

酬

馬
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民
間
信
仰

日
本
人

に
は
祖
霊

観
と

か
来
世

観
な

ど

と

い
う
考
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